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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

 

本申請研究の目的は光反応におけるDNAの超分子構造変化をリアルタイムに追跡することである。具体的

にはDNAに相互作用した発光プローブの円偏光発光(CPL)を測定する。この円偏光発光は発光プローブがキ

ラルな超分子構造（二重螺旋構造）を持つDNAに相互作用することにより誘起される。円偏光発光からは

左右円偏光成分の発光強度差から与えられる物理量、g値を正確に求めることができる。g値は発光プロー

ブの励起状態におけるキラリティーを明確に反映するため、DNAの超分子構造変化に対して極めて敏感で

ある。このg値の経時変化を測定することでDNAの超分子構造変化をリアルタイムに追跡することができる

。プローブ分子の発光が大きいg値を示すためには、発光分子が強い励起子相互作用を起こすことが鍵と

なる。そのためには2つの発光分子を近接した位置に導入する必要がある。本年度はカルバゾールの3、6

位にイミダゾールを導入したDNAプローブの開発を行った。このプローブは2つのイミダゾール基をメチル

化しカチオン化することでDNAと相互作用することがわかった。またDNAとの相互作用によってプローブの

吸収帯に円二色性が誘起されることを明らかにした。 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 
 
 
 


